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令和４年度事業報告 

             社会福祉法人あしたば福祉会 

１．法人の理念・基本方針 

１．法人の理念 

障がいのある人の人権が尊重され、安心して生活できるよう支えます。 

２．法人の基本方針 

 ・障がいのある人が地域で当たり前の生活を送ることができるよう「働くこ

と」と「暮らすこと」を支援するサービスの提供を図ります。 

 ・利用者主体のサービスの充実を図るよう努めます。 

 ・利用者が充実した人生を送るために、支援する職員の資質の向上を図りま

す。 

 

２．総括 

 令和 4 年度も新型コロナウイルス感染は収束することなく、各地でオミクロ

ン株による新規感染者が増加し、急速に感染が拡大していた時期もありました。

そのような状況の中、法人の理念・運営方針及び事業計画に従って利用者が地

域で安心して暮らせるよう事業を展開いたしました。 

令和 4 年 4 月 1 日より障害者虐待防止法が改正され、従前努力義務であった

従業者への研修、虐待防止のための責任者の設置等が義務化されました。また

虐待防止委員会の設置が義務化されたことを受けて、８月１８日（木）に第 1

回虐待防止委員会（身体拘束防止委員会を兼ねる）が開催され、指針や研修内

容等が検討されました。 

昨年同様、新型コロナウイルスの感染リスクを少なくするため、行事等を制

約しながら、法人でも事業所内でマスクの着用、換気、アルコール消毒等感染

予防対策に取り組むとともに、職員は 2 週間に一度の PCR 検査（社会的検査）

を実施する等備えと感染症対策に取り組みましたが、12 月 23 日職員及び利用

者計 4 名のコロナ感染が確認され、県感染症専用相談窓口や保健所に相談し、

４日間休業することにしました。 

当初予算には計上しませんでしたが、以前よりステップワゴンの調子が悪か

ったため、日本財団の福祉車両の助成を受け、送迎車（日産セレナ）を取得い

たしました。法人負担分については積立金の取り崩しを行いました。 

 ホームでは職員の交代はあったものの、4 対 1 の職員体制を継続することが

できました。人材育成では、短時間勤務の職員が多いため、研修の機会が限定

されるなど課題はありますが、可能な限り研修に参加できるよう努め、また施
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設内研修の実施にも努めました。 

 自然災害や感染症に対する事業継続計画を年度内に策定できるよう努めまし

たが、事業所の規模にあった内容が網羅できず、策定には至りませんでした。 

地域自立支援協議会のメンバーとして専門部会に参加し、関係機関や事業所

間等の情報交換や連携を密にしながら地域で暮らす障がいのある人たちの支援

を図る体制作りに取り組みました。また障害者互助会等関係団体との交流にも

努めました。さらに研修会等を契機に今まで関係性が薄かった分野の方々と関

りを持つことができ、災害等でいかに協力関係を構築していけばよいかを模索

することができました。 

 

３．役員会 

（１）評議員会 

開 催 日           議       事 

令和４年６月２１日(火) 

  １０時～ 

１．事業の進捗状況について 

２．令和３年度事業報告（案）について 

３．令和３年度収支決算（案）について 

４．その他 

令和５年３月２７日（月） 

 １０時～ 

１．令和４年度第２回収支補正予算（案）につ

いて 

２．令和５度事業計画（案）について 

３．令和５年度収支予算（案）について 

４．事業の進捗状況について 

５．その他 

（２）理事会 

   開 催 日 議     事 

令和４年６月６日(月) 

  １３時３０分～ 

  

１．事業の進捗状況について 

２．令和３年度事業報告（案）について 

３．令和３年度収支決算（案）について 

４．評議員会の開催について 

５．その他 

令和４年１０月２０(木) 

書面 

１．育児休業及び育児短時間勤務等に関する規

程の一部改正（案）について 

２．虐待防止委員会の設置規程の承認について 

３．職員給与規程の一部改正（案）について 

４．パート職員就業規則の一部改正（案）につ
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いて 

令和４年１２月１２日（月） 

１３時３０分～ 

１．事業の進捗状況について 

２．福祉車両助成契約に伴う施設設備等の積立 

  金の取り崩しについて 

３．作業所施設整備等積立金の取り崩しについ 

  て 

４．令和４年度第１回収支補正予算（案）につ

いて 

５．その他 

令和５年３月１５日（水） 

１３時３０分～ 

１．令和４年度第２回収支補正予算（案）につ

いて 

２．令和５年度事業計画（案）について 

３．令和５年度収支予算（案）について 

４．評議員会の開催について 

５．共同生活援助事業所あしたば運営規程の一 

部改正（案）について  

６．評議員の推薦について 

７．事業の進捗状況について 

８．その他 

（３）内部経理監査 

令和４年５月３０日（月） 

１０時～１１時３０分 

理事２名による経理監査の実施 

 

（４）監事監査 

令和４年６月３日（金） 

１０時～１１時３０分 

監事による令和３年度監査の実施 

 

４．地域における公益的な取り組み 

 ・障害福祉サービス(短期入所事業)の利用者負担軽減制度 

 ・緊急時における場の確保 

 ・｢制度の狭間の課題｣に対応する「みえ福祉の『わ』創造事業」への参画 

 

５．就労継続支援 B 型事業所『あしたば作業所』 

 今年度は、職員・利用者の新型コロナウイルス感染による休業や大雪による

休業で開所日が減少。利用者の入院や、高齢の利用者の方が高齢の介護保険サ

ービスの利用を始めたことに伴い、利用日も減少しました。 
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 作業については、水福連携のロープのくぎ抜き作業を昨年度同様、年間通し

ていただき、牡蠣のコレクター作業も同様に春にいただきました。水福連携の

作業は定着してきたと思われます。作業を細分化することで、多くの方が作業

に取り組むことができ、意欲的に取り組んでくれています。作業内容や作業の

場所もいつもと異なるため、利用者の方に環境の変化が生まれ、作業面以外に

精神面でもプラスに働いているように思われます。 

例年実施している社会見学は、今年度もコロナウイルス感染拡大により実施

を見送りました。社会見学に替わるものとして、昼食時に楽しんでもらえるよ

う、ぎゅーとらに出かけたり、出前を取ったりしました。感染が落ち着いてい

る頃には、利用者の方の希望を聞きグループに分かれてイオン伊勢、かっぱ寿

司（鳥羽）、七越、コメダ珈琲店（伊勢）、サイゼリヤ（伊勢）に出かけました。 

令和５年５月に、新型コロナウイルス感染法の位置づけが季節性インフルエ

ンザ同様の「５類」に引き下げられた（る）ことに伴い、行事の制約を余儀な

くされた状態が改善され、徐々に利用者の社会参加が進められることが期待さ

れます。 

 

（１）工賃実績報告（年間の推移） 

令和３年平均工賃  ２２，３６７円 

令和４年平均工賃  ２２，３８８円 

 

 

（２）作業収入（前年度比較） 

 令和３年度 令和４年度 差額 

受託事業 6,773,609 6,459,630 △313,979 

下請作業収入 921,436  1008912 87,476 

自主製品事業収入 669,040   704475 35,345 

 

（３）職員体制   

管理者、サービス管理責任者、事務職員 生活支援員１名、職業指導員３名  

目標工賃達成指導員 1 名 

 

 

（４）月別作業所利用状況（延べ人数） 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

３９２ ３９５ ４４３ ３８５ ４１８ ４００ 
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10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

４０７ ４０９ ３２１ ３０８ ３６４ ４１４ 

平均３８８名（昨年度３９９名） 

（５）年間行事実施内容    ４年度 

４月１４・ 

１５日 

弁慶の出前での昼食 

５月２４日～ 

   ２７日 

ぎゅーとらで買い物をしての昼食 

５月３１日 土砂災害机上訓練 

６月１６・ 

１７日 

フェリーサービス株式会社の出前での昼食 

７月２１日・ 

   ２２日 

弁慶の出前での昼食 

８月２３～ 

   ２６日 

ぎゅーとらで買い物をしての昼食 

８月２９日～ 

１０月４日 

健康診断(山崎整形外科) 

 

９月２９日・ 

  ３０日 

弁慶の出前での昼食 

１０月１１・ 

   １４日 

避難訓練 

１０月２５日  

  ～２８日 

ぎゅーとらで買い物をしての昼食 

１１月７日～ 

   １８日 

イオン伊勢・かっぱ寿司（鳥羽）・七越 に分かれて昼食 

１２月１日・ 

２日 

弁慶の出前での昼食 

１月２４日・２

７日・３０～３１

日 

ぎゅーとらで買い物をしての昼食 

２月１５日～ 

1７日・２０日・

２４日・２７～２

８日 

かっぱ寿司（鳥羽）・コメダ珈琲店（伊勢）・サイゼリヤ（伊

勢）に分かれて昼食 

３月１０日 土砂災害避難・避難訓練（消防） 
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３月１６・１７

日 

弁慶の出前での昼食 

・絵画教室    毎月第 3 火曜日 

・スポーツ教室及び音楽サークルは中止 

・保護者会主催のバス旅行も中止 

 

  

６．共同生活援助事業所あしたば  

グループホームでは令和３年１２月より定員を８名に変更し、職員の変更は

あったものの４：１の職員体制で事業を継続しました。 

令和４年度も新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、換気、マスク着用、

手指の消毒及手洗いなどの感染予防対策を講じつつ、支援に当たりました。ま

た利用者については職員が同行し、５回のワクチン接種を行いました。しかし、

１２月２３日に入居者２名のコロナ感染が確認されたため、感染が拡大しない

よう職員が防護服等を着用し、適切に対応できるよう心がけました。その経験

を通し、感染症に対する対処の在り方の課題等を学ぶことができました。 

昨年に引き続き、避難場所（戸田家）までの避難確保の実地訓練を行いまし

た。今回は休日の昼間を想定し、参加者を転倒のリスクの高い高齢の利用者２

名に限定し、実施しました。当日は５丁目公民館でタブレットを通して、川口

淳三重大准教授、みえ防災・減災センターの担当の方、市総務課防災危機管理

室の担当者の方に訓練の流れ等チェックしていただきました。また地域調整会

議の場で川口先生より助言いただき、課題の整理を行ったことにより、災害時

に適切に対応できる実効性のある避難確保計画へと変更を行うことになりまし

た。 

鳥羽市主催の行事はコロナ感染防止のため中止になりましたが、障害者互助

会の行事はすべて実施され、昨年度に比較すると他の事業所の利用者の方と交

流の機会が増え、社会参加を進めることができました。ただ５丁目の地域活動

に関しては町内清掃のみの参加となり、十分な交流が難しく残念な状況となり

ました。 

 

 （１）職員体制 管理者(兼務)、サービス管理責任者（兼務）生活支援員４名

(非常勤）世話人５名（非常勤４名） 
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（２）年間行事報告 

実施日 内     容 

5 月１５日 5 丁目町内清掃参加 

６月２５日 障害者互助会総会・体育祭参加 

７月９日 ボランティア祭り参加 

１０月１５日 道芝ホーム避難訓練 

１０月２９日 安久志ホーム避難訓練（市総合防災訓練に参加） 

１１月５日 互助会研修旅行（もくもくファーム） 

１２月１０日 障害者の日記念事業参加（人権講演会） 

１月７日 防災デイキャンプ参加 

2 月１６日 道芝ホーム避難確保訓練 

３月２４日 道芝ホーム防災訓練 

 

７．短期入所事業 安久志ホーム（グループホーム併設型） 

半年の休業後、令和３年７月に事業を再開し、コロナウイルスが収束すると

きを見据え、事業を進めてきました。しかしコロナ感染は収束されず、以前利

用された方もコロナウイルス感染を危惧されたため、ショートステイの利用は

ありませんでした。なお道芝ホームに設置された緊急用のショートステイ用の

居室の利用もありませんでしたが、緊急の利用などを考えると短期入所事業を

実施には意義があると思われます。 

（１）職員体制 

   職員 管理者 生活支援員２名（非常勤２名） 

      世話人（グループホーム調理担当兼務） 

  

 

８．研修等 

開催日 内      容 実施主体  

９月６日 利用者一人ひとりの主体性・自主性を高める

支援～社会生活プログラムとは～ 

三重県社会福祉協議会 

 ９月２９日 社会福祉施設のための感染症対策 

～コロナに負けない！未来につながる対策

三重県社会福祉協議会 
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を！～ 

（Zoom） 

１０月 4 日 分野を超えてつなげる研修 伊勢志摩バリアフリー

ツアーセンター 

１０月１２日 虐待防止及び身体拘束についての法制度 虐

待防止委員会設置実践発表 

（Zoom） 

伊勢志摩圏域地域自立

支援協議会 

１０月２４日 福祉職員のためのこころの強化書 

～円滑な人間関係と心の整え方～ 

（Zoom） 

三重県社会福祉協議会 

１１月２１日 観察力と気づきの大切さ（Zoom） 三重県社会福祉協議会 

１１月２８日 発達障害の基礎知識（Zoom） 三重県社会福祉協議会 

１２月１０日 鳥羽市人権講演会―多様な性～家族の願い 鳥羽市・障害者互助会共

催 

１２月２１日 社会福祉施設等における事業継続計画（ＢＣ

Ｐ）策定研修 （Zoom） 

三重県社会福祉協議会 

1 月 7 日 障がい者互助会デイキャンプ講演会 鳥羽市障害者互助会 

２月７日 三重県障害者虐待防止権利擁護研修 

（Zoom） 

三重県社会福祉協議会 

２月１７日 退職手当共済制度実務研修会 三重県社会福祉事業職

員共済会 

１月２３日 

～２月１４日 

三重県障害者虐待防止・権利擁護研修 

（YouTube、Zoom） 

三重県社会福祉協議会 

＊第２水曜日鳥羽市地域自立支援協議会くらし・相談支援部会参加 

 第 3 水曜日鳥羽市地域自立支援協議会しごと部会参加 

 毎週火曜日ケア会議 

 第 3 火曜日施設内研修 

 

 


